
 

 教員研修専門部会  

 

【プロジェクト名】特別支援教育・教育相談の教員研修に関連する事業－① 

 

１ プロジェクトの目的・概要  

 本事業は、平成 28 年度まで行われた「発達障害と心身症・不登校への支援に強い教

員の養成」の休止にともない、平成 30 年度より発達障害の子どもへの対応を含む特別

支援教育、心身症・不登校の子どもへの対応を含む教育相談について、現職の教員を対

象に研修を実施した。 

 発達障害の子どもへの対応を含む特別支援教育においては、現在の小･中学校及び高

等学校では、少子化の中にありながら、特別支援学級・通級指導教室に通う子どもは増

え続け、それを担当する教員（特別支援教育担当教員）も増加している。そこで、本事

業では、この特別支援教育担当教員の力量、つまり特別支援教育の専門性を向上させる

ことを目指し、研修を行うこととした。       

この研修プログラムでは、教師自身による「課題の発見･解決に向けた主体的・協働

的な学び」を通して、「自律的・主体的に学び続ける教師」の育成を目指す。具体的に

は、4 つの各セッションにおいて、受講者の「事前学習（Web 上での配信資料等）」と、

当日の「実践につながる演習を中心とした研修」を組み合わせている。また、特別支援

教育に関するレベルの自己評価や、受講者の求める研修内容・方法等についての情報を

得られるようにして、その後の各自の専門性向上につながることを目指している。 

この研修プログラムによって特別支援教育担当教員が専門性を身につけ、「チーム学

校」等に示されるような開かれた学校において、学校内の専門家として発達障害を含む

教育的ニーズを要する子どもへの教育力を発揮することが期待できる。 

 

２ ２０１８年度（平成３０年度）の実施状況  

1）対象：小・中・義務教育学校・高等学校の特別支援学級担任及び通級指導教室担

当の教員 

Ⅰ～Ⅳの各セッションより希望の回を選択して参加（登録 20 名） 

2）会場：佐賀大学クリエイティブラーニングセンター ICT 教育クラスルーム 

3）研修日時及び内容等 

 

資料 ３－４ 



３ ２０１９年度（令和元年度）の実施計画  

 ２０１９年度（令和元年度）も２０１８年度と同様に、小・中・義務教育学校・高等

学校の特別支援学級担任及び通級指導教室担当の教員を対象とするが、会場を教職大学

院の唐津・鳥栖・武雄の各サテライトキャンパスで行う予定である。研修内容は、セッ

ションⅠとⅡを「2019 前期」として 5 月から 7 月に行い、セッションⅢとⅣは後期と

して 10 月以降に実施する予定である。  

1）対象：小・中・義務教育学校・高等学校の特別支援学級担任及び通級指導教室担

当の教員 

Ⅰ～Ⅳの各セッションより希望の回を選択して参加 

2）会場：佐賀大学教職大学院サテライトキャンパス 

＜唐津サテライトキャンパス＞  

      相知交流文化センター（唐津市相知町中山 3600 番地 8） 

    ＜鳥栖サテライトキャンパス＞ 

      鳥栖市立図書館（鳥栖市布津原町 11-21） 

＜武雄サテライトキャンパス＞ 

      武雄市文化会館（武雄市武雄町大字武雄 5538 番地 1） 

3）研修日時及び内容等 

 


